










Mrs. Siddons, the elder sister of John Philip Kemble, played the most impressive 
Lady Macbeth in the 18th century and in the stage history of Macbeth. Her style of 
acting was called classical, and some spectators did not like it after the turn of the 
century. Still, her performances of the role were so notable that they were the source of 
some legendary anecdotes, perhaps the most striking of which is the one that Irish 
playwright Sheridan Knowles swore to American actor Edwin Forrest that he had 
smelt blood as he was watching her sleep-walking scene. This paper tries to depict her 
acting of the part with her brother and argues how her Lady Macbeth impressed her 










の一人で、彼女の実の弟でもあるジョン・フィリップ・ケンブル（John Philip Kemble, 
1757-1823）である。それでも、この舞台はケンブルのマクベスとしてでもケンブル姉弟































象を受ける劇になってしまった。「きれいは汚い、汚いはきれい」（Fair is foul, and foul is 
fair.）２  という冒頭の魔女たちの謎めいた台詞も、「私たちには、いい天気は悪い、悪い天













































は 1行だったものが 9行に拡大されてもいる。この年 1月 7日に、彼がドルーリー・レイ
ン劇場で「シェイクスピアが書いた」と銘打ってマクベスを演じたことは、彼のライバル
であったクィン（James Quin, 1693-1766）を当惑させた。クィンは、自分が 20年来演じ
ていた『マクベス』はシェイクスピアが書いたものではなかったのか、怯えて青ざめた召
























ない。彼が「やったぞ」（I’ve done the deed!）と言い、その後自分の両手を見て「悲惨





































































































































































ような思いでもっと聞きたいと思ったとき、彼女たちは…」（When I burn’d in desire to 
question them further, they made themselves…）のところで言葉を切り、十分な間をお


















」（Thou’rt mad to say it…）と言ったあと
少しの不安を見せたが、すぐに気持ちを切り替え、声を低くして穏やかに「おまえの主人
















まるで本のようよ…」（Your face, my thane, is as a book…）と台詞を続けるが、「無邪気
な花のように見せかけて、でもその下に潜む蛇になるのよ
、、、、、、、、、、、、、、
」（…look like the innocent 
























































どんなことでもやってみせる…」（…I dare do all that may become a man…）という台詞
は感情を込めて堂々と話した。そして、彼から離れて、冷酷に、はっきりした話し方でゆ




赤ちゃんのいとおしさはよく知っているわ…」（I have given suck, and know/ How 






















































を大胆にしてくれた・・・」（That which hath made them drunk hath made me bold;．．．）
と言いながらシドンズ夫人が登場すると、舞台の緊張は極限に達する。1816年に舞台下手
のドアの内側で、ケンブルが両手に血を塗りつけているのを見ていた J. H. シドンズは、
舞台上の彼女の囁き声でこの場面に呼び戻されたときのことを以下のように語っている。 
 











am afraid they have awakened,/ And ’tis not done.）と言って、顔に苦痛の色を滲ませた。
「父の寝顔に似ていなかったら私がやったのに」（Had he not resembled/ My father as he 
slept, I had done’t.）と言ったあと、見つかったのではないかという不安で言葉を失ったか
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のような間をおき、姿が見えたケンブルを強い囁き声で呼んだ（My husband!）。彼は暗闇
のなか、何か恐ろしい秘密でも話すように「やったぞ。何か聞こえなかったか」（I have done 





」（These deeds must not thought/ After these ways; so, it 






なこと叫んだの」（Who was it that thus cried?）と言い、そのあと彼をしっかりと見つめ、
力強く彼の耳元で「ねえ、あなた、せっかくの力が萎えてしまうわよ…」（Why, worthy 








…」（If he do bleed,/ I’ll gild 





はそんなに青ざめたりしないわ」（My hands are of your color; but I shame/ 





ったことを思い出すくらいなら、いっそ自分を忘れてしまった方がましだ…」（To know my 



















」（…Be bright and 



















驚いて「何がやってのけられるの」（What’s to be done?）と聞いているのに対し、それを
見て彼は「おまえは何も知らなくていい、かわいいやつ、やったあとで褒めてくれ…」（Be 
innocent of the knowledge, dearest chuck,/ Till thou applaud the deed…）と言って、一
緒に退場するのである。ダンカン暗殺以後の殺害も彼女主導とは考えにくいだろう。それ
でも、残念ながら、と言うか幸い、彼女は以前の気迫を込めて彼らの命も永遠ではないと























































エドウィン・ブース（Edwin Thomas Booth, 1833-96）、イギリスではヘンリー・アーヴィ























（Are you a man?）と、声を押し殺し、強い口調で話しかけた。彼女は再び軽蔑を込め、
「どうしてそんなに顔をしかめるの。あなたはただ椅子を見ているだけよ」（Why do you 











」（Fie, for shame!）と小声でたしなめて、彼女は席に戻った。51  
しかしケンブルが話の途中でいきなり「さがれ。消え失せろ…」（Avaunt! and quit my 
sight!...）と叫ぶと、彼女は再び激しい苦痛に心をかき乱されるが、席を立って客たちに優
しく、「どうか、皆さん、いつものことです…」（Think of this, good peers,/ As a thing of 
custom…）と話しかけた。一方、ケンブルは、力強く、勇敢に立ち上がり、「俺は、男の










































































































































部台無しよ」（No more o’ that, my lord, no more o’ that: you mar all with this starting.）
と、熱心な囁き声で言った。手を顔に持って行き、「まだ染みが消えない…」（Here’s the 
smell of blood still:…）と言うときには、彼女の意識に染みついている忌まわしい血の匂い
に顔をしかめた。「…アラビア中の香水を使っても、この小さな手はいい香りにならない。
ああ、ああ、ああ。」（…all the perfumes of Arabia will not sweeten this little hand. Oh, 
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